
 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

                                                                
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、全国の市町村で 2018 年 4 月の「新しい総合事業」への移行をめざして準備がすす

められていますが、多くの市町村の担当者は、この事業をどう進めていけばよいかという

悩みを抱えています。私どもは、そうした声を受けて、そのすすめ方とポイントを解説し

た「生活支援体制整備事業をすすめるための市町村ガイドブック」（厚労省老人保健事業

推進費等補助）を、関係者の協力を得て作成しました。 

 このセミナーでは、ガイドブックの解説を中心に、生活支援体制整備事業のすすめ方を

考えます。                 

～生活支援体制整備事業のすすめ方を解説します～ 

日 時 
宮田村民会館 
大ホール 
(長野県宮田村７０２１) 

300 人 

参加費 

 

定 員 

 

会 場 

 

8 月19 日(土) 

10:30～16:30 2,000 円 

2017 年 

開  催  要  綱 

担当：橋本、佐藤 

10:30～10:40 開会 

10:40～11:20 「生活支援コーディネーターと協議体の理解」 

             東北福祉大学 総合マネジメント学部  教授 高橋 誠一 

11:20～12:10 「生活支援コーディネーター・地域への入り方」 

         ご近所福祉クリエイション主宰 ご近所福祉クリエーター 酒井  保 

               全国コミュニティライフサポートセンター  

                    企画広報・書籍販売グループ  主査 木村 利浩 

13:10～14:00 「日常の支え合いの“見える化・見せる化”と協議体のすすめ方」 

             全国コミュニティライフサポートセンター  理事長 池田 昌弘 

14:15～15:30  パネルディスカッション「生活支援コーディネーター活動の実際」 

＜パネラー＞ 

 宮田村社会福祉協議会（長野県） 生活支援コーディネーター 黒沢 香菜 

                                   （ほか、調整中） 

 ＜コーディネーター＞ 

仙台白百合女子大学 人間学部  准教授 志水田鶴子 

15:30～16:30  まとめ「生活支援体制整備事業とこれからの地域づくり」 

               長野県健康福祉部介護支援課  主任 小林 志伸                                   

厚生労働省老健局振興課  課長補佐 谷内 一夫 

東北こども福祉専門学院  副学院長 大坂  純 

主 催： 「生活支援体制整備事業を考えるセミナーin長野・宮田」実行委員会 

共 催： 長野県宮田村／社会福祉法人宮田村社会福祉協議会／全国コミュニティライフサポートセンター 

その他 会場内での飲食はできません。昼食は会館内の指定された場所をご利用いただくか、会場周

辺の飲食店をご利用ください。 

参加申込について 
 

1. 裏面の参加申込書にご記入のうえ、FAX または郵送にて 

お申し込みください。 

2. 受付後受講料を右記口座へ期日までにお振込みください。 

3. 受講料の振り込みを確認し次第、受講票をお送りいたします。 

4. セミナー当日は受講票をご持参のうえ、受付を行ってください。 

 
 
銀行名：ゆうちょ銀行/支店名：二二九店 

講座種別：当座/口座番号:0136578 

名義：CLC東日本(シーエルシーヒガシニホン) 

お 振 込 先 



◆ 送料は、全国一律 300 円。5,000 円以上お買い上げの場合は、無料となります。（沖縄・離島を除く）
◆ CLC のホームページからもご注文いただけます。http://www.clc-japan.com/book/書籍注文書

022-727-8737全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
〒981-0932宮城県仙台市青葉区木町16-30　シンエイ木町ビル１階 　TEL：022-727-8730

請求書宛先名

発送先
（施設名、氏名など）

（住所、施設名、担当者名など）

生活支援コーディネーター養成テキスト 改正介護保険における新しい地域支援事業の

生活支援コーディネーターと協議体

B5判／32ページ  定価　６00円 ＋ 税B5判／32ページ  定価　６00円 ＋ 税

定価

定価

円  ＋ 税1,000B5判／48ページ

円  ＋ 税2,400B5判／108ページ

【発行】 全国コミュニティライフサポートセンター 

生活支援体制整備事業を考えるセミナー　申込書

お問い合わせ FAX

氏　名

所　属

送付先
〒 （ 自宅 ・ 職場 ）

【職種】

TEL

FAX

生活支援コーディネーターと協議体の活動と運営

第 1 章　2015年改正介護保険における地域づくり
第 2 章　地域づくりの展開
第 3 章　生活支援コーディネーターと協議体の効果的な活動
第 4 章　推進体制のつくり方
　

 800円 ＋ 税頒布価格A4判　48ページ

20冊以上

ご購入に
なると

1割引き！

10冊以上

ご購入に
なると

2割引き！

注文数 冊

注文数 冊

定価 円  ＋ 税1,000B5判／64ページ
【発行】 全国コミュニティライフサポートセンター 

【発行】 全国コミュニティライフサポートセンター 

注文数 冊

注文数 冊 注文数 冊

地域の小さな支え合いの活動をどうやって見つけて
いくのか、そして、今日的課題と照らし合わせなが
らこれからのつながりづくりを考えるヒント集。

Juntos［フントス］Vol.88

支え合いの地域づくり
池田昌弘が各地を訪ねて考えたこと

マンガを通して、生活支援コーディネーター
等の地域への入り方、住民との関わり方を学
んでいきます。

生活支援コーディネーターのための
地域支え合いの見つけ方・活かし方

〈632〉 〈20088〉

〈615〉 〈594〉

〈641〉

監修：吉田 昌司／編：高橋 誠一 ・ 大坂 純 ・ 志水 田鶴子

従来型の介護予防から「地域づくり」へ。2015
年 4月の介護保険制度の改正で生まれた「新し
い地域支援事業」について、よりよく地域で運用
するための考え方と取り組みをわかりやすく紹介
します。

監修：吉田 昌司／編：高橋 誠一 ・ 大坂 純 ・ 志水 田鶴子 　

　この『生活支援コーディネーター養成テキス
ト』では、これまでの介護保険における個別支
援とは異なる地域づくりの視点を明確にしまし
た。住民の日常の暮らしを尊重した地域資源の
育て方のポイントや、協議体、生活支援コーディ
ネーターの役割を学びます。

本セミナーで使用しますのでお持ち
の方はご持参ください。お持ちでな
い方は、下記からご注文いただくか
会場販売をご利用ください。
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